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Vol.80

里
川
に
番
つ
が
ひ
の
鴨
の
水み

脈を

引
け
る
彼
方
に
筑
波
の
双
峰

の
立
つ 

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

冬
キ
ャ
ベ
ツ
の
緑
は
じ
け
る
畑
中
を
一
輛
電
車
の
ゆ

る
ゆ
る
走
る 

鈴
木　

一
満
（
八
筋
川
）

鼓
笛
隊
の
先
頭
に
指
揮
を
す
る
孫
は
頬
強
ば
る
か
声

に
応
え
ず 

太
田　

正
彦
（
富
田
）

温
泉
に
持
ち
行
く
地
図
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
選
び
し
ま

ま
に
大お
ほ

年ど
し

至
る 

奥
村　

利
夫
（
一
ノ
分
目
）

あ
ら
玉
の
年
を
重
ね
て
八
十
六
さ
ら
に
生
き
な
む
米

寿
は
そ
こ
ぞ 

宮
崎　

弘
（
白
井
）

施
設
へ
の
市
長
の
来
訪
に
笑
顔
上
げ
る
百
歳
の
祖
母

は
薄
化
粧
し
て 

人
見　

羽
津
江
（
小
見
川
）

評
・
敬
老
の
日
に
因
ん
だ
「
百
歳
の
お
祝
い
」
に
、
市
長
の
訪
問
を
戴

い
た
折
の
祖
母
を
詠
ん
だ
一
首
。
結
句
の
「
薄
化
粧
し
て
」
に
、
当
日

の
祖
母
の
喜
び
や
姿
態
が
活
写
さ
れ
て
明
る
く
微
笑
ま
し
い
。

幾
た
び
の
地
震
耐
へ
た
り
煤
払
ひ

 

越
川　

三
朝
（
府
馬
）

夫
と
居
て
暮
る
ゝ
を
惜
し
む
鶏
頭
花

 

多
田　

た
け
（
大
倉
）

利
根
川
の
河
原
寒
し
や
水
滸
伝

 

村
田　

琴
（
香
取
）

吾
亦
紅
地な

震え

に
傾
く
無
縁
塚

 

太
田　

正
彦
（
富
田
）

米
寿
ま
で
あ
と
二
年
か
な
年
迎
え

 

宮
崎　

弘
（
白
井
）

凩
こ
が
ら
し

や
住
み
慣
れ
し
家
解
体
す

 

根
本　

智
子
（
大
島
）

評
・
東
日
本
大
震
災
は
日
本
中
を
震
撼
と
さ
せ
た
。
祈
る
よ
う
な
思
い
の
中
で

年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
胸
を
撫
で
下
ろ
す
思
い
で
年
中
行
事
の
煤
払
い

と
な
っ
た
。「
耐
へ
た
り
」
が
一
切
の
心
情
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
よ
う
。

　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら

か
と
、本
名
、住
所
、電
話
番
号
を
記
入
し
、〒
2
8
7

‐
8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短

歌
」の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、

翌
月
号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ

り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

文
芸
作品募集

香
取
歌
壇
稲
村　

恒
次
選

香
取
俳
壇
増
田　

斗
志
選
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「
阿あ

弥み

陀だ

文も

字じ

図ず

像ぞ
う

板い
た

碑び

」

庶
民
信
仰
の
表
現

市県民税 （4期）
国民健康保険税 （7期）
介護保険料 （7期）
後期高齢者医療保険料 （7期）

今月の納期限
1月31日㈭

　

板
碑
は
、
仏
教
や
民
間
信
仰
の

普
及
に
よ
り
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室

町
時
代
に
か
け
盛
ん
に
造
立
さ
れ
、

石
造
物
の
な
か
で
は
、
供く

養よ
う

塔と
う

婆ば

の
代
表
と
い
え
ま
す
。
板
碑
の
詳

細
は
以
前
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
そ
の
う
ち
、
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

を
文
字
と
図
像
で
表
現
し
た
阿
弥

陀
文
字
図
像
板
碑
を
紹
介
し
ま
す
。

　

板
碑
の
多
く
は
、
仏
を
梵ぼ

ん

字じ

で

表
し
て
い
る
（
種し

ゅ

子じ

）
の
に
対
し

て
、
図
像
板
碑
は
、
阿
弥
陀
如
来
、

地
蔵
菩
薩
、
観
音
菩
薩
、
不
動
明

王
な
ど
の
仏
を
図
像
で
表
現
し
て

い
ま
す
。
市
内
で
は
南
北
朝
時
代

か
ら
室
町
時
代
を
中
心
に
造
立
さ

れ
た
28
基
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
図
像
板
碑
の
中
に
は
、
文

字
や
梵
字
と
図
像
を
ミ
ッ
ク
ス
し

た
面
白
い
表
現
の
も
の
が
見
ら
れ

ま
す
。
中
で
も
佐
原
地
区
で
は
南

無
阿
弥
陀
佛
の
6
文
字
を
図
案
化

し
、
そ
れ
に
顔
や
手
足
を
付
け
て

阿
弥
陀
の
像ぞ

う

容よ
う

と
し
て
い
る
も
の

が
7
例
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
寺
公
会
堂
の
横
に
あ
る
小
さ

な
墓
地
内
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

基き

壇だ
ん

で
固
定
さ
れ
た
11
基
の
板
碑

が
あ
り
ま
す
。
板
碑
は
2
列
に
配

　世界に一つ、あなただけの作品を作って
みてはいかがですか。
　市では県が実施している「早春の観光
キャンペーン」にあわせ、「佐原工芸の体
験教室」を開催しています。
　メニューは、県指定伝統的工芸「佐原張
子」、卵の殻で作る「エッグアート」、切り
出す線の妙「切り絵」、粘土で作る「ミニチュ
アフード」、手作業で編む「佐原ラフィア」
の5コースです。
■内容・日時
◇ミニチュアフード　2月2日㈯
◇切り絵　2月16日㈯
◇佐原張子　2月23日㈯
◇エッグアート　3月9日㈯
◇佐原ラフィア　3月16日㈯
※時間はすべて、10時40分～12時10分
■場所　佐原町並み交流館2階
■参加費　各コース800円
■定員　各回30人(先着順)
㈱ぶれきめら ☎(55)9380

列
さ
れ
、
そ
の
う
ち
前
列
左
端
の

板
碑
が
阿
弥
陀
文
字
図
像
板
碑
に

な
り
ま
す
。

　

高
さ
82
・
5
㎝
、
最
大
幅
55
㎝
、

厚
さ
12
〜
13
㎝
の
雲
母
片
岩
製
で
、

石
の
上
部
や
右
側
に
剥
離
や
欠
損

が
見
ら
れ
、
上
方
が
広
く
、
下
方

が
狭
い
不
整
形
を
し
て
い
ま
す
。

　

年
代
は
、
寛か

ん

正し
ょ
う

4
年

（
1
4
6
3
）
の
銘
文
が
あ
り
、

室
町
時
代
の
造
立
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

図
像
は
、
踏ふ

み

割わ

り
蓮れ

ん

座ざ

の
上
に

立
っ
て
い
る
阿
弥
陀
を
表
し
た
も

の
で
、頭
部
は「
南
」頚け

い

部ぶ

は「
無
」

胸
部
お
よ
び
腕
部
を
「
阿
弥
」
腹

部
を
「
陀
」
脚
部
を
「
佛
」
の
文

字
で
形
成
し
て
い
ま
す
。
文
字
は

図
案
化
さ
れ
、
阿
弥
陀
の
衣
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。

　

ま
た
、
下
部
の
左
右
に
観
音
、

勢せ
い

至し

の
種
子
が
あ
り
、
阿
弥
陀
三さ

ん

尊ぞ
ん

を
形
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
三
尊
形
式
で
表
さ
れ
る
阿
弥

陀
図
像
板
碑
は
、
県
下
で
も
数
が

少
な
く
貴
重
な
考
古
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
（50）
1
2
2
4

▲新寺地区の阿弥陀文字図像板碑（市有形文化財平成3年指定）

佐原工芸の達人になる佐原工芸の達人になる

　

表
紙
を
飾
っ
た
小
江
戸
マ
ラ
ソ

ン
。
我
々
広
報
は
私
を
含
む
2
人

体
制
で
取
材
に
臨
み
ま
し
た
。
1

人
は
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
に

張
り
付
き
写
真
を
撮
り
ま
く
る
。

私
は
自
転
車
で
香
取
神
宮
、
小
野

川
周
辺
の
間
を
移
動
し
、
写
真
を

撮
り
ま
く
る
。
逆
光
に
は
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
が
、
2
人
で
2
0
0
0

枚
を
超
え
る
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

紙
面
で
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ミ
ス
あ
や
め
も
応
援
に
駆

け
付
け
て
、
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ち
な
み
に
私
で
は
な
い
も
う
1

人
は
、
取
材
前
の
朝
、
何
も
な
い

と
こ
ろ
で
転
倒
し
た
そ
う
で
す
。

ジ
ャ
ー
ジ
の
膝
の
あ
た
り
が
破
け

て
い
ま
し
た
。 

（
Ｅ
）
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